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所属　「戦没した船と海員の資料館」スタッフ
出生　山口県下関市 長門二見 特牛（コットイ）
　　　1941年３月31日生　代々　大工の家系
S.34（1959）  関西汽船入社　別府航路、外航

を経歴
S.39（1964）  早駒運輸入社　タグボート船長

として活躍
H.12（2000）  早駒運輸定年退職　H.14まで嘱

託勤務
同年８月　 「戦没した船と海員の資料館」開館
以降　同館開設からスタッフとして現在も活躍中

１．発端
1984年春、一人の遺族が勤めていた会社が倒産

し、「人生五十年」と言われて育ってきた自らを
振りかえって見ると、何も残っていない自分に暗
澹とした。（大井田　孝氏）

成人した子供達や、自立している妻に「お父さ
んだけのことを考えて」との言葉に励まされ、こ
れからの仕事を考えることが出来た、生活の糧に
なる仕事より戦没した親父と言う人間がこの世に
生きていた、と言う証を遺す仕事に向かう思いが

次第に鮮明となり情報の探索をすることになっ
た。

戦時中、日満航路に就航していた満州丸（日本
海汽船）の船長として乗船し六十七歳で戦没した
父と、満州丸の墓碑をと思い、先ず海上労働協会
が編集した「日本商船隊戦時遭難史」を基に、戦
争で沈んだ船の記録を探し始めた。

進める内に個人域を脱し、戦争で犠牲になった
「船乗りの問題として」これを集大成しなければ
ならないと思う様になった。

時を同じくして関係する友人や知人が個々に私
と同様な遺族であり関心のある者が多数居られ、
共同して目標に向け行動を開始した。

昭和46（1971）年３月、観音崎に戦没船員
（60331名）の碑が開設され、個々の同行動に弾み
がついたが、個人では無理もあり、会を作ろうと
の声が出てきた。

戦没した船と海員の資料館が開設されるまで
「個人単位の収集から、記録する会、資料館へと発展、

ある遺族の思いから」
「戦没した船と海員の資料館」
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その後昭和56（1981）年４月に日本殉職顕彰会
が設立され奉安された。海のほかにその墓を持た
ずアジア・太平洋の広い海域で無念の死を遂げた
戦没船員の数は60,331人と記録されており、同被
害船舶数は15,518隻、官民一般汽船は3,575隻（商
船3,207隻）漁船1,595隻、機帆船2,070隻その他と
なっている。

２．「戦没船を記録する会」
戦後五十年を間もなく迎えようとする時代、各

方面で戦時記録の整理と検証が行われようとして
おり、戦時船舶と船員の災害を見通せる記録作り
として「戦没船を記録する会」を平成６（1994）
年３月26日に設立した。

元船員や戦没者の遺族、海員組合や関係者等が
集まり、念願の発足となる。式典の模様は NHK
の取材により翌朝テレビで放映された。

開設一年経過後に会長として、川島　裕氏を選
任した。

記録する会は会員増加に伴い収集資料も増加
し、固定的に保管や掲示が可能な場所として、横
浜の赤煉瓦倉庫と交渉を行ってきたが実現には至
らず資料館構想は中断した。

平成７（1995）年８月12日、日本経済新聞全国
版の五段見出しで「戦時の民間船―悲劇を後世
に」と八段抜きの記事「沈んだ百三十隻の記録集
出版」を掲載して頂いた。それは戦後五十年に漸
く間に合い、記録する会の象徴的な集大成となっ
た、各地での展示会開催も来館者増となり、「戦
没船を記録する会」の存在を世間や海員組合の認
めるところとなった。会則も総会で審議を行った
が、決定には至らず理事会に付託した。理事会は
会則に銘碑建立を明記した。

３．（会則の目的）
この会は、海員と戦争に関する調査と研究を行

い、その歴史を明らかにし、かつ調査結果を基に
して戦没船の記念碑を建立するなど、後世に保存
することを目的にするとした。

戦時船員の災害を全て見通すことのできる記録
づくりの第一歩として戦没船の記念碑を作ること
を目標に会の事業を踏み出す。銘碑は一船毎のア
ルフォト印刷（永久保存）した戦没船の写真を一

堂に飾り、鎮魂の祈りを捧げ、併せて集めた記録
を保存し後世に残す活動を開始した。

資料収集の傍ら平成６（1994）年９月に理事会
は戦没商船の記録写真集を出版することを決め、
戦後五十年にあたる翌年の８月に「知られざる戦
没船の記録」上・下巻を出版した。

　上巻は「激戦の海での特攻船団」四章で構成
下巻は「断末魔の海上輸送」テーマに六章で構

成、９月９日、東京・晴海のマリナーズコートで
出版記念会が開催され、上下とも2000組出版され
た。

その後も戦争展を各地で開催してきたが、役員
会は本来の目的である保存と展示については緊急
な課題として取り組むとして平成11（1999）年２
月13日の会議で海員組合関西地方支部の二階ホー
ルを「記録する会」の保存と展示場所として海員
組合に要望することになった。

これを踏まえ２月23日に川島　裕会長と中西 
昭士郎組合長の会談が組合本部で行われた。

会談は和やかな雰囲気で始まり、川島会長は
「記録する会」運動の趣旨と、組合に要望するに
至った経緯を説明し協力を要請した。

中西組合長は要望の趣旨を理解して「記録する
会」が収集した資料を関西地方支部館内に保存す
ることを了承した。この件は11月に開催する全国
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大会で提案され、関西地方支部館内に永久保存す
る方針が決定された。

資料館の名称は「戦没した船と海員の資料館」 
とした。

４．資料展示室の変遷
開設当初、第一展示室の船員の方々の談話室を

改装、開設から５年後に第二展示室奥の日本間を
改装

開設から15年目に南展示室組合資料の収納室を
改装

以上の改装を経て組合会館二階のフロアーは全
て資料館の展示室に変容し、全ての展示室と展示
物の閲覧順路も右回りに確定し、来館者の滞りを
少なくする様に配慮し来館者の対応に勤しんでい
ます。

５．結び（資料館の使命）
資料館開設から25年の歳月が経ち、来館される

方々もコロナ禍を経て増加傾向にあり、外国の方
も見えられる様になりました。

戦後80年が過ぎ、この星の彼方此方で手を替え
品を替え同じ様な争いが繰り返されていますが、
悲しい人間の性ですね。………
「戦争を知らない世代へ、徴用され戦没した船

と海員が（乗組員）が蒙った悔恨と修羅の記録を
とこしえにつたえてゆく」

補足：資料館所蔵資料

弊館では上記資料を活用し、ご遺族やご友人等
からの様々なお問合に対応しています。

最低でも乗船されていた船の船名、ご氏名が分
かれば戦没された日時と海域がお答えできます。
何か手がかりが御座いましたら是非ご来館の上ス
タッフにお声がけください。

戦没船7200隻の航跡（五十嵐温彦 著）

館内展示パネル「忘れ去られた徴用船」


